
　

盆
の
伝
統
行
事
に
片
子
区

（
飯
高
地
区
）
の
「
盆ぼ

ん

綱づ
な

」
が

あ
り
ま
す
。
毎
年
８
月
14
日

に
行
わ
れ
、
本
紙
平
成
26
年

９
月
号
で
は
次
の
よ
う
に
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

各
家
庭
か
ら
持
ち
寄
っ

た
わ
ら
を
使
い
編
み
上

げ
ら
れ
る
盆
綱
は
、
長
さ

20
ｍ
に
も
な
る
大
き
な
も

の
。
出
来
上
が
っ
た
盆
綱

は
、
妙
印
寺
境
内
の
２
本

の
大
木
の
間
に
つ
り
下
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

盆
綱
の
行
事
に
つ
い
て
は

『
千
葉
県
の
歴
史　

別
編　

民
俗
１
（
総
論
）』（
平
成
11

年
３
月
発
行
）
に
記
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

同
書
に
は
県
内
で
、
地
域

を
か
な
り
限
定
し
た
形
で
分

布
し
て
い
る
の
が
特
徴
と
さ

れ
ま
す
。
成
田
市
の
集
落
で

確
認
さ
れ
て
い
る
の
は
、
編

み
上
げ
た
竜
を
か
た
ど
っ
た

綱
を
、
迎
え
盆
の
13
日
に
墓

を
出
発
点

と
し
、
送

り
盆
の
15

日
で
は
墓

を
終
着
点

と
し
て
各

家
を
回
っ

た
と
い
い

ま
す
。
こ

の
綱
に
仏

様
が
乗
っ

て
訪
れ
、

ま
た
帰
っ

て
行
く
と

伝
わ
る
そ

う
で
す
。

伝
統
の
盆
綱

片
子
を
歩
く

匝瑳探訪

┟

酷

暑
┠

市政　窓

147

の

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
宍
粟
市
支
援
募
金

箱
を
市
関
係
施
設
の
窓
口

に
設
置
い
た
し
ま
し
た
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

被
災
地
に
お
け
る
被
災

者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
の
懸
命
な
復
旧
活
動

の
報
道
と
と
も
に
大
き
く

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の

が
熱
中
症
で
あ
り
ま
す
。

近
年
地
球
温
暖
化
の
影
響

か
、
熱
中
症
と
い
う
言
葉

が
多
く
聞
か
れ
、
こ
れ
に

よ
っ
て
、
亡
く
な
る
方
も

年
々
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
で
も
暑
い
７
月
に
、

堀
川
西
・
八
坂
神
社
祇
園

祭
、
の
さ
か
ふ
れ
あ
い
祭

り
、
富
谷
・
愛
宕
神
社
祭

礼
、
市
場
ま
つ
り
、
駒
ま

ね
祭
、
東
谷
・
八
坂
神
社

祇
園
祭
、
篭
部
田
・
星
宮

神
社
祭
礼
が
盛
大
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
８
月
４
日
・

５
日
は
、
本
市
最
大
の
八

重
垣
神
社
祇
園
祭
が
宮
元

で
あ
る
東
本
町
の
年
番
の

も
と
開
催
。
曜
日
も
土
・

日
の
た
め
、
例
年
以
上
の

　

朝
の
あ
い
さ

つ
は
「
今
日
も

暑
い
ね
ー
!!
」

か
ら
始
ま
る
連

日
の
猛
暑
。
埼

玉
県
熊
谷
市
で

41
・
１
度
の
記

録
更
新
な
ど
酷

暑
に
襲
わ
れ
る

今
年
の
夏
。
反

面
、
一
た
び
雨

が
降
れ
ば
１
日

で
１
か
月
分
の

降
雨
量
と
い
う

集
中
豪
雨
が
来
襲
。
西
日

本
の
豪
雨
災
害
で
は
川
の

氾
濫
や
土
砂
災
害
で
２
０

０
人
を
超
え
る
尊
い
人
命

が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
難
読

地
名
が
ご
縁
で
災
害
時
相

互
応
援
協
定
を
締
結
し
て

い
る
兵
庫
県
宍し

そ
う粟
市
で
も

犠
牲
者
が
あ
り
、
市
内
全

域
で
大
き
な
被
害
に
見
舞

わ
れ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス

報
道
を
目
に
し
、
亡
く
な

ら
れ
た
市
民
の
方
に
哀
悼

の
意
を
表
す
と
と
も
に
早

期
復
旧
を
念
じ
匝
瑳
市
、

市
議
会
そ
し
て
四
役
課
長

会
か
ら
も
見
舞
金
を
送
ら

盛
況
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

参
加
す
る
方
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
沿
道
で
見
物
さ

れ
る
皆
様
も
大
き
な
声
援

で
盛
り
上
げ
て
く
だ
さ

い
。

　

な
お
、
前
述
し
た
よ
う

に
熱
中
症
に
は
気
を
付
け

ま
し
ょ
う
。
特
に
、
子
ど

も
や
高
齢
者
は
体
温
調
整

機
能
の
未
発
達
や
低
下
の

た
め
要
注
意
で
す
。
対
策

と
し
て
は
、
暑
さ
を
避
け
、

こ
ま
め
に
水
分
や
塩
分
を

取
り
（
塩
分
を
含
む
ス
ポ

ー
ツ
ド
リ
ン
ク
が
良
好
）、

外
出
時
に
は
帽
子
や
日
傘

を
用
い
る
よ
う
心
掛
け
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
熱
中
症

ら
し
き
人
を
見
た
ら
、
涼

し
い
所
へ
避
難
さ
せ
首
元

や
脇
の
下
を
冷
水
や
氷
で

冷
や
し
、
重
い
症
状
で
あ

れ
ば
１
１
９
番
へ
通
報
し

て
く
だ
さ
い
。

　

暑
い
中
で
の
祭
り
や
ス

ポ
ー
ツ
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

に
参
加
す
る
際
に
は
熱
中

症
対
策
を
万
全
に
し
て
心

地
よ
い
汗
を
か
き
ま
し
ょ

う
。

　

片
子
区
の
盆
綱
を
40
数
年

前
に
調
べ
た
時
に
、
同
区
で

も
か
つ
て
新
盆
の
家
に
は
子

ど
も
た
ち
が
綱
を
引
い
て
行

っ
た
と
聞
い
た
記
憶
が
あ
り

ま
す
。

　

当
時
、
寺
境
内
の
２
本
の

大
樹
に
巻
き
付
け
た
後
、
子

ど
も
た
ち
が
ぶ
ら
下
が
り

遊
ん
で
い
る
の
を
見
た
の
で
、

盆
綱
の
行
事
に
子
ど
も
た
ち

も
関
わ
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　

蛇
型
綱
を
用
い
る
神
事
や

行
事
は
市
内
で
は
、
山
桑

区
（
匝
瑳
地
区
）
正
月
の
「
つ

な
か
け
神
事
」
や
時
曽
根
区

（
豊
栄
地
区
）
２
月
の
「
大
蛇

ま
つ
り
」
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
は
年
占
い
や
厄
除
け
の

意
味
が
あ
る
と
さ
れ
ま
す
が
、

「
仏
の
送
迎
」
は
全
国
的
に

も
千
葉
県
北
部
を
含
む
霞
ヶ

浦
周
辺
部
に
だ
け
の
分
布
と

さ
れ
ま
す
。

　

片
子
区
は
中
世
以
来
の
古

い
集
落
で
す
。
そ
れ
に
ふ
さ

わ
し
い
伝
統
の
盆
綱
の
継
承

は
、
貴
重
な
文
化
遺
産
と
言

え
る
で
し
ょ
う
。

（
市
文
化
財
審
議
会
委
員
・

 

依
知
川
雅
一
）

問
秘
書
課
広
報
広
聴
班

 

☎
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・
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匝
瑳
市
長
　

太
田
安
規

境内の大木に完成した綱を張る
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俳
　

句 

八
木 

佐
久
司 

推
薦

夕
空
の
合
歓
の
大
樹
や
直
人
亡
し 

大
川　

宜
子

太
陽
の
箱
詰
め
丸
ご
と
さ
く
ら
ん
ぼ 

岩
井　

や
す

睡
蓮
や
平
ら
な
風
の
通
り
過
ぐ 

椎
名　

晴
江

山
百
合
の
め
っ
き
り
減
り
し
山
と
な
る 

椿　
　

和
枝

七
月
や
い
つ
ま
で
残
る
日
の
匂
い 

安
藤　

建
子

は
ん
ざ
き
の
住
い
し
森
の
清
水
湧
く 

山
﨑
智
恵
子

大
の
字
に
寝
て
ひ
と
り
じ
め
夏
座
敷 

椎
名　

貴
寿

夕
端
居
鉄
塔
は
灯
を
明
滅
す 

光
瀨
甲
江
子

 

川
口 

城
司 

推
薦

仮
初
の
恋
の
残
滓
か
夏
の
雲 

櫻
井
富
美
雄

汗
滲
む
身
に
涼
呉
れ
る
半
夏
生 

須
貝　

玉
枝

空
地
に
も
花
の
苗
植
え
忙
し
や 

野
仲　

妙
子

川
　

柳 

勝
又 

康
之 

推
薦

御
先
祖
が
茄
子
の
馬
に
て
御
到
着 

江
波
戸
京
子

盆
が
来
る
親
の
お
墓
も
足
遠
く 

佐
久
間
美
智
子

盆
休
み
昔
話
に
花
が
咲
く 

林　

サ
ダ
子

過
疎
の
町
盆
暮
れ
だ
け
は
活
気
づ
く 

鵜
澤　

澄
子

環
に
な
っ
て
老
い
も
若
き
も
盆
踊
り 

鈴
木　

春
子

淡
々
と
新
竹
コ
ッ
プ
水
と
酒 
鈴
木
ツ
ネ
子

長
風
呂
の
夫
を
気
づ
か
う
妻
の
影 
松
野　

敏
昭

 

川
口 

城
司 

推
薦

大
げ
ん
か
負
け
た
雄
猫
現
れ
ぬ 

石
田　
　

津

短
　

歌 

小
泉 

泰
淸 

推
薦

亡
父
母
の
法
事
を
済
ま
せ
姉
た
ち
と

　

次
の
回
忌
ま
で
健
や
か
な
れ
と 

伊
藤　

英
子

流
れ
ゆ
く
わ
た
雲
の
影
街
上
を

　

巨
大
な
鳥
の
這
ふ
ご
と
く
な
り 

椎
名　

昭
雄

雨
あ
が
り
畑
を
わ
た
る
風
涼
し

　

黍
の
葉
擦
れ
の
軽
き
音
聞
く 
宇
野
と
し
子

朝
明
け
を
ロ
ー
ズ
色
の
薔
薇
咲
き
初
め
て

　

緻
密
に
渦
巻
く
花
弁
に
と
き
め
く 

鈴
木
と
も
子

遊
歩
道
に
点
々
と
群
れ
彩
る
は

　

青
が
煌
め
く
梅
雨
の
紫
陽
花 

大
木　

洋
一

大
空
を
悠
々
と
ゆ
く
白
き
雲

　

眺
め
る
わ
れ
も
無
心
に
飛
び
て 

高
橋
百
合
子

柏
葉
の
紫
陽
花
咲
き
て
花
房
が

　

大
名
行
列
毛
槍
の
よ
う
に 

古
谷
由
美
子

 

川
口 

城
司 

推
薦

海
風
の
吹
き
ぬ
く
木
陰
に
筵
敷
き

　

干
せ
る
莢
大
豆
足
に
も
み
た
り 

渡
辺　

重
雄

夏
大
根
い
ん
げ
ん
の
種
少
し
播
き

　

一
人
の
適
量
朝
毎
に
穫
る 

石
田　

秀
子

師
よ
り
わ
が
賜
り
し
冊
子
幼
き
日

　

父
よ
り
聞
き
し
俳
句
あ
ま
た
あ
り 

小
川
み
さ
子

大
木
を
五
人
の
男
半
時
に

　

切
断
処
理
す
株
の
み
と
し
て 

石
田　
　

治

あ
て
先
…
匝
瑳
市
秘
書
課
広
報
広
聴
班　

〒
２
８
９
―
２
１
９
８　

匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２
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…
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市
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課
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報
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聴
班　

〒
２
８
９
―
２
１
９
８　

匝
瑳
市
八
日
市
場
ハ
７
９
３
番
地
２
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力
作
募
集
中

文
芸
コ
ー
ナ
ー

図書館だより

　図書館では、課題図書や夏休みに
お勧めする本、宿題に役立つ工作や
自由研究に関する本などを用意して
います。
　また、落ち着いて勉強したい人は、
館内の学習室を利用することができ
ます（中学生以上、２時間まで。状
況により延長も可能。カウンターで
手続き）。

　８月11日（土）～19日（日）は、一
般書、雑誌は何冊でも、借りられま
す。期間は２週間ですが、次の予約

夏休みは図書館へ

たくさん読めます

のないものは、さらに２週間延長が
できます。お盆休みに、“読書三昧”
しませんか。

★八日市場図書館　
毎週土曜日　14時から約30分間　
11日は、平和を考える絵本の読み聞
かせや紹介を行います。
大人も参加できます。
★のさか図書館　
第４土曜日　10時30分から約30分間
※８月は小・中学生の職業体験（社会体
験）を受け入れています。皆さんのご
理解とご協力をお願いいたします。

８月のおはなし会

●休館日…５日（日）・毎週月曜日 問八日市場図書館☎73－3746（17時まで）

図書館ホームページはコチラ
https://www.library.sosa.chiba.jp

課題図書 小学校低学年
『きみ、なにがすき？』
 はせがわさとみ（作）/あかね書房

　アナグマが、庭に友だちの好きな
ものを作ろうと考えますが、作ろう
とするものはみんな友だちが持って
います。アナグマは何を作ったので
しょう。
課題図書  中学校
『太陽と月の大地』
コンチャ・ロペス＝ナルバエス（著）・

宇野和美（訳）・松本里美（画）/福音館書店

　16世紀、スペイン・グラナダを舞
台に宗教・民族の違いに翻

ほん

弄
ろう

される
人々が描かれています。農夫の息子
エルナンドと伯爵の娘マリアの恋の
行方は…。

本本おすすめのおすすめの
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